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ドミニカ共和国オザマ川周辺のゴミ

◼ 近年，海洋プラスチックは海洋生物に与える影響
が大きいとして，世界的な問題となっている．

◼ 従来，海洋プラスチックの発生源近くの海岸プラ
スチックゴミの調査は，目視や可視域のカメラに
よるものがほとんどである．

◼ 工業製品などのプラスチックの種判別には，背景
の色に左右されず，プラスチックの素材特性が比
較的顕著に表れる近赤外域（1-2μｍ）のカメラ
が使われる．

◼ 近赤外域のカメラを使った海岸のプラスチックご
み検出への応用についての検討は少なく，近赤外
の分光特性や野外での検出手法の問題点について
はほとんど議論されていない．

◼ 本研究では，可視～近赤外域の分光反射率を連続
的に観測できる分光計や衛星データを使って，目
視や可視のカメラでは判別のできない野外（海
岸）でのプラスチックゴミ種分布探査技術の可能
性と問題点を検討する

研究の背景と目的

広島県の海水浴場における海岸ゴミ
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KLV社近赤外カメラPIKAデモ例デモ実験に使ったプラスチック素材

レジ袋
（ポリエチレン： PE)

ペットボトル（ポリエチレン
テレフタトーレ： PET)

計量カップ
（ポリエステル： PEs ）

不透明食品トレー
（ポリスチレン：

PS）

透明食品トレー
（ポリエチレン

テレフタトーレ： PET)
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プラスチックの分光反射率測定実験法

本研究で特に注目した素材

本研究での分光反射率測定実験写真

ASD, FieldSpec4
350nm～2500nm

ASD, Pro Lamp

分光反射率測定実験模式図

ハロゲンランプ（ASD)

白色板
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プラスチックの分光反射率特性
（室内実験）
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プラスチックの分光反射率特性
（野外実験）
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衛星によるプラスチック検出の試み

Sentinel-2バンドとプラスチック検出位置

出典：https://www.restec.or.jp/satellite/sentinel-2-a-2-b.html

解像度が低くノイジー

Sentinel-2: 観測周期5日（2機体制），解像度10m
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衛星によるプラスチックの検出結果

プラスチック物質検出結果
（補正前後）

プラスチック物質検出検証

広島湾
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近赤外リモートセンシングによるプラ
スチック種分布推定の可能性と問題点

Floating Debris Index (FDI)

Plastic Index (PI)

PI=R833/(R833 + R665)
RNDVI＝ (R665-R833)/(R665+R833)

ピークバンド：833nm
ベースライン：740nm，1610nm

ピークバンド：833nm
ベースライン：665nm

従来の方法は「流れ藻」や「木くず」検出
法とほぼ同じで，プラスチック種は検出で
きていない．

出典：Themistocleous et al. (2020) Remote Sensing, 12, 2648

出典： Biermann et al. (2020) Scientific Reports, 10, 5364 

最近の衛星による海洋プラスチック検出研究例

Rrs

400 900 1400 1900

Wavelength (nm)

従来海洋プラスチック検出手法の概念図
（図は流れ藻インデックス模式図から改変）

ベースライン

海洋浮遊プラスチック素材の反射率特性

海水の反射率特性
Index

気球やドローンに近赤外ハイパースペクト
ルセンサを搭載して撮影すれば，海水浴場
などの発生源に近い海岸のプラ種探査は原
理的には可能．海洋浮遊のプラ種探査には，
1000-2000nmの感度をあげたカメラに
よる撮影システムが必要．
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まとめ

✓ 室内分光反射率実験において，代表的なプラスチックゴミの吸収帯（3つのゾー
ン）を明らかにした．

✓ 屋外分光反射率実験において，室内実験の結果を支持するプラスチックごみの
反射率特性を得た．また太陽光源を使用する場合の問題点も明らかにした．

✓ 衛星Sentinel-2の近赤外データを使った広域のプラスチックごみ検出の可能性
を示したが，種別マッピングには至っていない．

✓ 今後はドローンや気球に搭載した近赤外カメラなどを使って，より高解像度の
海洋プラスチック種分布探査技術手法の研究を実施したい（ただしセンサの重
量や予算の問題で現状では研究が停滞状態）．

＜従来の衛星性能＞
・解像度・・・10m
・波長・・・・833nm（ピーク） 665nm・740nm・1610nm（ベース）
・観測周期・・10日

＜将来めざしたい衛星性能＞
・解像度・・・1m
・波長・・・・833nm ＋1700nm・2300nm （ピーク）665nm・740nm・1610nm
＋945nm（ベース）

・観測周期・・1日
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ご清聴ありがとうございました！
＜本日発表した内容の公表文献＞
●作野裕司, 森本雅人(2018)海岸のプラスチックゴミ検出のための近赤外分光反射率特性と衛星からの検出可能性. 土木
学会論文集 B2 (海岸工学), 74(2), I_1471-I_1476.

●作野裕司（2021）6.5海洋プラスチックごみ問題，海洋へのいざない（第2版），日本船舶海洋工学会発行，88-89．
●作野裕司（2021）2.1.2(d)海洋プラスチック．人工衛星を利用した海洋の可視化の推進に向けた調査報告書，笹川平
和財団．https://www.spf.org/global-data/opri/visual/rep02_wvis_search.pdf

●作野裕司（2021）海洋プラスチック・流れ藻に関するリモートセンシングの現状と今後の展望，シンポジウム「海洋
観測におけるリモートセンシングの活用の今後」（笹川平和財団主催），招待講演.

※その他：広島県内の高校生（安田女子高校，2018）への海洋プラ研究指導，海洋プラに関する模擬授業(依頼)実施
（武田中学校・高校， 2022）
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